
平成29年8月1日発行いわみいわみ

２　ユニバーサルデザインしごと・交流センターを充実
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主
な
議
案
の
概
要
と
質
疑

主
な
議
案
の
概
要
と
質
疑

一
般
会
計
補
正
予
算

　
４
６
８
０
万
円
を
増
額
し

て
、
予
算
総
額
を
63
億
４
２

８
０
万
円
と
し
た
。

【
歳
出
の
主
な
も
の
】

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
供
給
施

設
整
備
等
支
援
事
業
費

　
　
　
５
６
７
万
円
増
額

　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
加
工
の

生
産
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、

導
入
機
械
の
変
更
と
、
事
業

見
直
し
に
よ
り
、
ベ
ル
ト
コ

ン
ベ
ア
な
ど
の
設
備
を
追
加

す
る
。

問
　
①
事
業
者
の
事
業
に
関

す
る
負
担
は
ど
う
か
。

　
②
見
直
し
に
よ
る
供
給
施

設
の
守
備
範
囲
は
ど
う
か
。

　
③
町
民
の
利
用
は
考
え
ら

れ
る
の
か
。

答
　
①
２
分
の
１
補
助
事
業

で
９
２
５
０
万
円
の
事
業
な

の
で
、
事
業
者
の
負
担
は
　

４
６
２
５
万
円
だ
。

　
②
守
備
範
囲
は
、
町
内
外

を
問
わ
ず
広
く
間
伐
材
を
求

め
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
③
町
民
の
利
用
に
つ
い
て

は
、
ま
だ
業
者
に
確
認
し
て

い
な
い
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

し
ご
と
・
交
流
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
整
備
事
業
費

　
　
　
３
１
１
０
万
円
増
額

　
旧
本
庄
小
学
校
跡
に
建
設

す
る
高
齢
者
、
障
が
い
者
、

子
育
て
中
の
若
者
が
交
流
す

る
拠
点
施
設
を
充
実
さ
せ
る
。

　
施
設
の
充
実
を
図
る
た
め
、

入
居
す
る
３
団
体
と
協
議
を

進
め
、
概
算
事
業
費
を
増
額

し
、
１
億
８
２
３
０
万
円
と

す
る
。

大
岩
交
流
セ
ン
タ
ー
空
調

設
備
改
修
事
業
費

　
　
　
　
６
８
４
万
円
増
額

　
空
調
設
備
の
改
修
費
用

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
費

　
　
　
　
　
　
２
３
０
万
円

　
宝
く
じ
助
成
事
業
を
受
け
、

鳥
越
集
落
に
小
型
除
雪
機
の

購
入
助
成
を
す
る
。

遺
跡
発
掘
調
査
事
業
費

　
　
　
　
３
３
６
万
円
増
額

　
岩
本
地
内
の
土
砂
採
取
事

業
に
伴
う
、
事
前
の
試
掘
調

査
費
。

個
人
情
報
保
護
条
例

の
一
部
改
正

　
特
定
の
個
人
を
識
別
で
き

る
も
の
（
携
帯
電
話
の
番
号
、

旅
券
番
号
、
運
転
免
許
証
番

号
な
ど
）
も
個
人
情
報
と
し

て
取
り
扱
う
。

　
不
当
な
差
別
、
偏
見
、
不

利
益
な
ど
が
生
じ
な
い
よ
う
、

人
種
、
信
条
、
社
会
的
身
分
、

病
歴
、
犯
罪
の
経
歴
な
ど
を

要
配
慮
個
人
情
報
と
す
る
。

　
開
示
請
求
者
以
外
の
個
人

に
関
す
る
情
報
（
氏
名
、
生

年
月
日
な
ど
個
人
識
別
符
号

が
含
ま
れ
る
も
の
）
な
ど
を

不
開
示
情
報
と
し
て
加
え
る
。

公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算　

　
　

46
万
円
増
額

　
使
用
料
の
賦
課
誤
り
に
よ

る
過
誤
納
金
の
還
付
に
要
す

る
経
費
の
追
加
。

問答

　
６
月
定
例
会
は
、
６
月
14
日
か
ら
16
日
ま
で
、
３
日
間
の

会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
３
議
案
、
追
加
14
議
案
の
す
べ

て
を
、
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

シルバー人材センター・障がい者就労継続支援施設・子育て支援センター

ＵＤしごと・交流センターを充実
ユニバーサルデザイン

ＵＤしごと・交流センターを充実
ユニバーサルデザイン

シルバー人材センター（左）、子育て支援センター（上）、
障がい者就労継続支援施設（下）のコラージュ写真
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２８年度一般会計補正予算（専決処分）
２８年度介護保険特別会計補正予算（専決処分）
税条例の一部改正（専決処分）
国民健康保険税条例の一部改正（専決処分）
国民健康保険税条例の一部改正

審議結果
承認
承認
承認
承認
可決

提出者
町長
町長
町長
町長
町長

賛否の状況
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致

議　　案

５月臨時会の審議結果と賛否の状況

個人情報保護条例の一部改正
２９年度一般会計補正予算
２９年度公共下水道事業特別会計補正予算
農業委員会委員の任命　14件
地方財政の充実・強化を求める意見書
教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかるための、
２０１８年度政府予算に係る意見書

審議結果
可決
可決
可決
同意
可決

可決

提出者
町長
町長
町長
町長
議員

議員

賛否の状況
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致

全員一致

議　　案

６月定例会の審議結果と賛否の状況

　  
人 

　
事

　
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

に
同
意
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
７
月
20
日
か
ら

３
年
間
で
す
。

（
敬
称
略
）

　薮
内

　孝
博

　（高
山
）

　上
根

　慶
万

　（牧
谷
）

　福
石

　幸
生

　（新
井
）

　上
田

　陽
一

　（岩
常
）

　山
本

　一
美

　（白
地
）

　寺
尾

　孝
則

　（大
谷
）

　濵
﨑

　智
熙

　（牧
谷
）

　米
村

　進
司

　（浦
富
）

　山
本

　
　淳

　（銀
山
）

　向
家

　
　仁

　（浦
富
）

　飯
野

　幸
義

　（黒
谷
）

　中
島

　俊
治

　（岩
井
）

　向
山
美
智
子

　（高
山
）

　北
村

　凱
男

　（宇
治
）

 

５
月
29
日
臨
時
会

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

　
税
率
及
び
課
税
額
か
ら
減

額
す
る
額
を
決
定
し
ま
し
た
。

28
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
専
決
処
分
）

　
大
雪
被
害
に
よ
る
園
芸
施

設
復
旧
や
漁
船
引
上
げ
、
除

雪
等
の
た
め
、
９
７
５
５
万

円
の
増
額
を
承
認
し
ま
し
た
。

陳　情　審　査　結　果
件　　　名 結　果 賛否の状況 不採択の理由

不採択

北朝鮮のミサイルに備えた避難訓練等の実施を
求める陳情
　提出者　幸福実現党鳥取県本部
　　　　　代表　菅田　千賀子

　ミサイルに対する対応について適切な情
報提供がなされ、既に避難訓練を実施して
いる自治体がある。ミサイルが日本に着弾
する事態を防ぐことが重要である。

採択
（意見書提出）

採択
（意見書提出）

全員一致

全員一致

全員一致

地方財政の充実・強化を求める陳情
　提出者　自治労鳥取県本部
　　　　　執行委員長　西村　裕生　外１名

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分
の１復元をはかるための、2018 年度政府予算
に係る意見書採択の陳情書
　提出者　鳥取県教職員組合
　　　　　東部支部長　橋本　智洋　外１名

 

陳
情
の
討
論

不
採
択
　
田
中
克
美
議
員

　
米
軍
関
係
者
は
、
ソ
ウ
ル

に
核
兵
器
一
発
が
投
下
さ
れ

た
場
合
、
死
者
が
20
〜
40
万

人
、
朝
鮮
半
島
が
全
面
戦
争

に
な
れ
ば
1
0
0
万
人
に
も

上
る
と
警
告
し
て
い
る
。

　
国
連
安
保
理
が
表
明
し
て

い
る
よ
う
に
、
対
話
外
交
に

よ
る
解
決
を
図
る
こ
と
が
、

国
民
の
命
と
安
全
を
守
る
た

め
に
、
政
治
が
果
た
す
べ
き

こ
と
で
あ
る
。

　
着
弾
へ
の
備
え
を
国
民
挙

げ
て
進
め
る
こ
と
は
、
対
話

に
よ
る
平
和
的
解
決
を
目
指

す
関
係
諸
国
の
努
力
に
逆
行

す
る
か
ら
、
不
採
択
と
す
る

委
員
長
報
告
に
賛
成
す
る
。



杉
村
　
こ
れ
ま
で
町
長
、
課

長
か
ら
、
公
共
下
水
道
へ
の

接
続
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
一
方
、
集
落
排
水
処
理
事

業
の
29
年
度
当
初
予
算
審
査

で
は
、
資
本
費
平
準
化
債
を

利
用
し
て
基
金
を
延
命
さ
せ

た
と
し
て
も
、
数
年
後
に
底

を
つ
く
と
言
っ
た
。
数
年
後

と
は
、
ど
の
く
ら
い
か
。

町
長
　
排
水
処
理
全
体
を
常

に
検
討
す
る
こ
と
は
当
然
で

あ
る
が
、
統
合
が
前
提
で
は

な
い
。

　
平
準
化
債
を
用
い
た
と
し

て
も
、
35
年
あ
た
り
に
は
基

金
と
し
て
は
な
く
な
る
と
い
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一

　般

　質

　問

一

　般

　質

　問

う
状
況
を
述
べ
た
に
す
ぎ
な

い
。

　
こ
の
基
金
の
状
況
が
即
統

排
水
処
理
の
統
合
は
基
金
の
状
況
と

関
連
す
る
か

杉
村

　宏
議
員

杉
村

　
　宏 

議
員

基
金
の
状
況
が
即
統
合
で
は
な
い

榎
本
町
長

杉村　宏議員

杉
村

合
で
は
な
い
。

　杉
村
　
接
続
を
検
討
す
る
に

あ
た
り
、
関
係
住
民
を
含
め

現
状
を
共
有
す
る
た
め
、
質

問
す
る
。

　
仮
に
今
年
度
か
ら
集
落
排

水
を
公
共
下
水
道
へ
接
続
す

る
こ
と
を
検
討
す
る
と
し
た

ら
、
一
般
的
に
ど
の
く
ら
い

の
期
間
が
必
要
か
。

町
長
　
統
合
に
向
け
て
の
長

期
的
な
視
野
に
立
っ
て
、
全

町
の
排
水
処
理
を
検
証
し
な

が
ら
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、

４
年
近
く
か
か
る
の
で
は
と

考
え
て
い
る
。

　
し
か
し
、
統
合
そ
の
も
の

を
検
討
し
た
こ
と
は
な
い
。

杉
村 

　
公
共
下
水
の
処
理

浦富浄化センター

施
設
、
大
谷
と
浦
富
の
近
年

の
処
理
能
力
と
処
理
量
は
ど

う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
谷

の
処
理
能
力
が
、
日
量

2
3
3
0
立
法
メ
ー
ト
ル
、

28
年
度
の
処
理
実
績
は
、
処

理
能
力
の
54
・
8
%
だ
。

　
浦
富
の
処
理
能
力
が
、
日

量
3
4
0
0
立
法
メ
ー
ト
ル
、

28
年
度
の
処
理
実
績
は
、
処

理
能
力
の
52
・
6
%
だ
。

杉
村
　
処
理
後
の
河
川
環
境

等
へ
の
影
響
は
ど
う
か
。

　
そ
の
内
容
は
、
関
係
地
域

に
理
解
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
か
。

町
長
　
放
流
地
点
の
上
流
、

下
流
で
の
水
質
調
査
を
年
１

回
実
施
し
て
い
る
。

　
浦
富
処
理
区
の
推
進
協
議

会
や
、
各
漁
協
に
報
告
し
て

い
る
。

　
河
川
水
の
水
質
は
、
下
水

道
が
整
備
さ
れ
る
時
点
に
比

べ
る
と
、
格
段
良
く
な
っ
て

い
る
。

　
　
　
し
尿
処
理
の
仕
方
、

そ
の
処
理
量
と
処
理
経
費
は

ど
の
く
ら
い
か
。

環
境
水
道
課
長
　
町
の
許
可

業
者
が
汲
み
取
り
を
し
て
、

坊
谷
地
内
に
あ
る
し
尿
中
継

槽
へ
運
搬
し
た
も
の
を
、
東

部
広
域
の
大
型
バ
キ
ュ
ー
ム

車
が
因
幡
浄
苑
に
運
搬
し
、

処
理
を
行
っ
て
い
る
。

　
処
理
量
は
、
28
年
度
の
実

績
で
2
4
2
2
キ
ロ
リ
ッ
ト

ル
。
処
理
経
費
は
、
し
尿
と

浄
化
槽
汚
泥
合
わ
せ
て

1
7
9
3
万
3
0
0
0
円
だ
。

町
長

杉
村

杉
村

杉
村

杉
村

町
長

町
長

沖
島
環
境
水
道
課
長

環
境
水
道
課
長

そ
の
他
の
質
問

　
ア
ニ
メ
ロ
ケ
参
考
地
活
用
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一

般

質

問

一

般

質

問

芝
岡

み
ど
り 

議
員

柴
岡
　
就
学
援
助
制
度
で
は
、

「
経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
就

学
困
難
と
認
め
ら
れ
る
学
童

生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て
必

要
な
援
助
を
与
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
あ
る
が
、
町

の
対
応
は
ど
う
か
。

教
育
長
　
岩
美
町
要
保
護
及

び
準
要
保
護
児
童
生
徒
援
助

費
用
支
給
要
綱
を
定
め
、
新

入
児
童
・
生
徒
の
学
用
品
費

を
支
払
う
よ
う
に
し
て
い
る
。

芝
岡
　
国
は
、
今
年
３
月
31

日
に
要
綱
の
改
定
を
行
っ
た
。

　
町
の
対
応
は
、
ど
う
変

わ
っ
た
か
。

教
育
長
　
こ
れ
ま
で
は
、
就

学
後
の
児
童
・
生
徒
の
保
護

者
が
対
象
と
さ
れ
て
い
た
が
、

改
正
に
よ
り
、
就
学
予
定
者

も
含
む
と
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
入
学
前
に
間
に

合
わ
ず
、
従
来
と
同
じ
支
給

月
と
な
っ
た
。

　
来
年
度
の
支
給
は
、
入
学

前
に
間
に
合
う
よ
う
、
今
年

度
中
に
準
備
を
進
め
て
い
く
。

芝
岡
　
発
達
障
害
な
ど
で
悩

ん
で
い
る
子
ど
も
の
、
小
・

中
学
校
の
＊
通
級
指
導
教
室

で
の
対
応
は
ど
う
か
。

教
育
長
　
岩
美
中
学
校
に
は

な
い
。

　
小
学
校
で
は
、
28
年
に
岩

美
北
小
に
学
び
の
教
室
を
開

設
し
て
い
る
。

　
町
内
の
小
学
生
を
対
象
に
、

学
習
と
、
生
活
上
の
困
難
の

改
善
、
克
服
な
ど
を
目
標
と

し
た
指
導
を
、
週
１
回
、
１

対
１
で
行
っ
て
い
る
。

芝
岡
　
保
護
者
、
児
童
の
送

迎
な
ど
の
、
負
担
軽
減
の
た

め
に
も
、
各
小
学
校
に
先
生

を
配
置
で
き
な
い
か
。

教
育
長
　
特
別
支
援
教
育

の
補
助
制
度
の
中
で
、
若

干
の
交
通
費
な
ど
を
支
給

し
て
い
ま
す
が
、
実
態
に

合
わ
せ
ど
の
よ
う
に
運
用

し
て
い
く
の
か
検
討
を
し

て
い
く
。

芝
岡
　
通
級
指
導
教
室
が
、

中
学
生
に
も
必
要
で
は
な

い
か
。

教
育
長
　
今
ま
で
は
、
障
が

い
に
合
わ
せ
て
、
通
常
学
級

で
の
個
別
指
導
学
習
、
特
別

支
援
学
級
に
入
級
す
る
な
ど
、

学
校
と
保
護
者
な
ど
で
協
議

を
し
て
進
め
て
き
た
。

　
必
要
な
状
況
に
な
れ
ば
検

討
し
た
い
。

芝
岡
　
小
・
中
学
校
の
ト
イ

レ
の
洋
式
化
を
推
進
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

教
育
長
　
洋
式
化
は
全
国
平

均
並
み
だ
が
、
今
後
も
検
討

し
て
い
く
。

芝
岡
　
税
の
徴
収
率
は
ど
の

よ
う
に
推
移
し
て
い
る
か
。

税
務
課
長
　
　
一
般
会
計
分

で
は
、
24
年
か
ら
28
年
の
徴

収
率
は
微
増
傾
向
で
推
移
し

て
い
る
。

芝
岡
　
納
税
貯
蓄
組
合
の
加

入
促
進
に
よ
る
成
果
は
ど
う

か
。

税
務
課
長
　
21
年
度
に
、
組

合
の
結
成
要
件
を
20
名
以
上

か
ら
５
世
帯
以
上
に
緩
和
し

た
。

　
ま
た
、
新
規
加
入
に
１
世

帯
１
０
０
０
円
の
謝
礼
金
を

設
け
た
結
果
、
昨
年
度
ま
で

に
50
世
帯
の
新
規
加
入
が

あ
っ
た
。

芝
岡
　
徴
収
率
の
向
上
の
た

め
に
も
、
国
民
健
康
保
険
税

の
徴
収
回
数
を
、
増
や
し
て

は
ど
う
か
。

町
長
　
30
年
度
か
ら
４
回
の

納
付
月
を
８
回
に
し
た
い
。

就
学
援
助
の
支
給
は
入
学
前
に

芝
岡
み
ど
り
議
員

来
年
度
か
ら
実
施
し
た
い

寺
西
教
育
長

税
の
徴
収
率
向
上
を
め
ざ
せ

芝
岡
み
ど
り
議
員

納
付
月
を
増
や
し
取
り
組
む

榎
本
町
長

芝岡みどり議員

集団登校する子どもたち（岩美西小学校）

教
育
長

教
育
長

芝
岡

教
育
長

芝
岡

芝
岡

教
育
長

教
育
長

教
育
長

澤
税
務
課
長

税
務
課
長

芝
岡

芝
岡

芝
岡

芝
岡

芝
岡

芝
岡

町
長

＊
通
級
指
導
教
室

　
小
・
中
学
校
の
通
常
学
級

に
在
籍
す
る
、
障
が
い
が
比

較
的
軽
度
の
児
童
・
生
徒
に

対
し
て
、
障
が
い
の
状
態
に

応
じ
て
特
別
な
指
導
を
行
う

た
め
の
教
室
。



日
出
嶋
　
岩
美
病
院
が
所
有

を
し
て
い
る
医
師
宿
舎
は
、

現
在
、
岩
井
、
浦
富
２
号
、

３
号
と
殿
町
に
１
号
、
２
号

の
５
棟
が
あ
る
が
、
28
年
度

の
利
用
実
績
は
ど
う
か
。

病
院
事
業
管
理
者
　
殿
町
の

２
棟
が
利
用
さ
れ
、
他
の
３

棟
は
な
か
っ
た
。

　
本
年
度
は
、
殿
町
の
２
棟

は
看
護
学
生
な
ど
が
利
用
し

て
い
る（
１
棟
は
６
月
ま
で
）。

日
出
嶋
　
岩
井
と
浦
富
の
２

つ
は
今
後
使
用
の
予
定
は
あ

る
か
。

病
院
事
業
管
理
者
　
医
師
を

含
め
医
療
人
材
の
確
保
は
大
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変
難
し
い
状
況
に
あ
り
、
病

院
職
員
を
含
め
職
員
全
体
に

拡
大
さ
せ
て
も
ら
い
、
宿
舎

と
し
て
利
用
し
人
材
確
保
に

使
わ
せ
て
も
ら
い
た
い
。

日
出
嶋
　
看
護
の
実
習
生
や

理
学
療
法
士
の
研
修
生
が
、

実
際
に
こ
れ
ら
の
宿
舎
を
利

用
し
た
か
。

　病
院
事
業
管
理
者
　
看
護
学

生
の
２
名
が
殿
町
２
号
を

１
ヶ
月
間
利
用
し
た
。

日
出
嶋
　
本
年
４
月
現
在
で

約
1
6
0
名
の
職
員
が
働
い

て
い
る
が
、
宿
舎
を
利
用
し

た
い
と
の
申
し
出
が
あ
っ
た

か
。

病
院
事
業
管
理
者
　
28
年
度

は
な
い
が
、
27
年
度
は
冬
期

の
１
ヶ
月
間
あ
っ
た
。

日
出
嶋
　
５
棟
の
う
ち
殿
町

を
除
い
た
３
棟
は
建
物
の
老

医
師
宿
舎
を
移
住
者
に
貸
し
出
し

て
は
ど
う
か

日
出
嶋
香
代
子
議
員

日
出
嶋

　香
代
子 

議
員

医
療
人
材
確
保
の
た
め
の
宿
舎
と
し

て
利
用
し
た
い

平
井
病
院
事
業
管
理
者

海
岸
の
美
観
保
持
の
対
策
は
あ
る
か

日
出
嶋
香
代
子
議
員

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
呼
び
か
け
が

大
切
で
あ
る

榎
本
町
長

日出嶋香代子議員

日
出
嶋

日
出
嶋

日
出
嶋

日
出
嶋

朽
化
が
進
み
、
相
当
の
修
理

が
必
要
に
な
る
と
思
う
。

　
こ
の
３
棟
を
移
住
定
住
の

希
望
者
に
貸
し
出
し
て
は
ど

う
か
。

病
院
事
業
管
理
者
　
老
朽
化

の
進
ん
で
い
る
3
棟
は
居
住

す
る
に
は
大
規
模
な
修
繕
が

必
要
と
思
う
。

　
一
部
処
分
を
含
め
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　
行
政
財
産
で
も
あ
り
、
移

住
者
、
定
住
者
の
私
的
な
方

へ
の
直
接
な
貸
し
出
し
は
考

え
て
い
な
い
。

日
出
嶋
　
28
年
度
の
宿
舎
の

修
繕
及
び
管
理
費
は
い
く
ら

か
。

　
今
後
職
員
が
住
む
場
合
、

修
繕
な
ど
の
費
用
負
担
は
ど

う
な
る
か
。

病
院
事
務
長
　
　
　
　
修
繕

費
が
３
万
６
千
円
余
り
と
、

管
理
費
15
万
５
千
円
余
り
で

あ
る
。

　
入
居
時
点
で
修
繕
す
る
箇

所
が
あ
れ
ば
修
繕
し
、
使
用

料
を
い
た
だ
き
一
部
補
填
す

る
。

岩美病院医師宿舎（浦富殿町１号・２号）

日
出
嶋
　
海
岸
漂
着
物
の
収

集
、
回
収
処
分
に
係
る
28
年

度
の
費
用
実
績
は
ど
う
か
。

沖
島
環
境
水
道
課
長
　
県
管

理
の
公
共
海
岸
、
網
代
漁
港

区
域
、
田
後
港
の
港
湾
区
域

は
3
9
8
万
円
余
り
、
町
管

理
の
東
漁
港
区
域
97
万
円
余

り
で
あ
る
。

　
観
光
協
会
が
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
委
託
し
、

1
年
を
通
し
海
岸
清
掃
を
実

施
し
2
3
1
万
円
。

　
全
体
で
7
2
7
万
円
余
り

で
あ
る
。

日
出
嶋
　
町
内
の
海
岸
の
管

理
は
場
所
に
よ
っ
て
違
う
。

　
美
観
を
保
つ
た
め
に
は
今

以
上
に
官
民
が
協
力
し
、
清

掃
活
動
を
行
う
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

　
今
後
ど
の
よ
う
な
対
策
を

考
え
て
い
る
か
。

　

町
長
　
新
た
な
対
策
を
ぜ
ひ

教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
多
く
の
町
民
を
は
じ
め
、

環
境
省
、
県
、
県
内
の
企
業

な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
清
掃
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。

　
自
発
的
な
呼
び
か
け
が
一

番
大
切
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
誘
致

病
院
事
業
管
理
者

病
院
事
業
管
理
者

病
院
事
業
管
理
者

病
院
事
業
管
理
者

日
出
嶋

病
院
事
業
管
理
者

日
出
嶋

日
出
嶋

日
出
嶋

杉
本
岩
美
病
院
事
務
長

町
長

沖
島
環
境
水
道
課
長
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田
中

克
美 

議
員

転換が求められる介護療養病棟（岩美病院３階）

田
中
　
安
倍
政
権
は
、
憲
法

や
教
育
基
本
法
な
ど
に
反
し

な
い
で
、
教
育
勅
語
を
教
材

と
し
て
用
い
る
こ
と
ま
で
は

否
定
さ
れ
な
い
と
し
、
学
校

で
使
用
す
る
こ
と
を
容
認
す

る
政
府
答
弁
書
を
閣
議
決
定

し
た
。

　
何
が
ど
の
よ
う
に
憲
法
な

ど
に
反
す
る
か
は
、
所
轄
庁

が
判
断
す
る
こ
と
だ
と
し
た
。

　
所
轄
庁
と
は
、
公
立
学
校

は
教
育
委
員
会
な
の
で
、
教

育
長
に
見
解
を
質
す
。

　
教
育
勅
語
を
、
ど
う
捉
え

て
い
る
か
。

教
育
長
　
採
択
し
て
い
る
中

学
校
の
教
科
書
に
「
教
育
勅

語
は
失
効
し
ま
し
た
」
と
あ

り
、
そ
の
よ
う
に
認
識
し
て

い
る
。

田
中
　
1
9
4
8
年
（
昭
和

23
年
）
に
衆
参
両
院
が
国
会

決
議
し
、
教
育
勅
語
の
排
除
、

失
効
を
改
め
て
明
ら
か
に
し

た
。

　
行
政
の
怠
慢
で
、
学
校
に

教
育
勅
語
の
写
し
な
ど
が

残
っ
て
お
り
、
国
会
が
政
府

に
排
除
を
求
め
た
も
の
だ
。

　
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

教
育
長
　
昭
和
21
年
に
日
本

国
憲
法
が
公
布
、
翌
年
に
教

育
基
本
法
が
施
行
さ
れ
る
中
、

指
摘
の
と
お
り
、
衆
参
両
院

が
国
会
決
議
し
た
も
の
だ
。

田
中
　
教
育
勅
語
に
も
、
今

に
通
じ
る
真
理
が
あ
る
と
の

主
張
が
あ
る
。

　
そ
れ
は
国
会
決
議
が
否
定

し
た
考
え
方
で
、
教
育
勅
語

の
枠
の
中
に
あ
る
限
り
、
ど

ん
な
徳
目
も
真
理
性
が
な
い

と
言
い
切
っ
て
い
る
。

教
育
長
　
教
育
基
本
法
に
基

づ
く
学
習
指
導
要
領
の
道
徳

の
中
で
指
導
し
て
い
る
。

　
教
育
勅
語
に
よ
り
指
導
す

る
こ
と
は
不
適
切
だ
。

田
中
　
国
会
決
議
の
趣
旨
の

実
行
を
求
め
る
1
9
4
8
年

の
文
部
次
官
通
知
は
、
有
効

か
と
の
質
問
に
対
し
、
今
年
、

文
科
副
大
臣
は
、
現
在
も
同

様
だ
と
答
弁
し
た
。

通
知
は
有
効
か
。

教
育
長
　
教
育
勅
語
の
排
除

や
失
効
確
認
を
求
め
た
国
会

決
議
は
、
大
変
重
た
い
。

教
育
勅
語
は
排
除
さ
れ
る
べ
き
も
の

田
中
克
美
議
員

教
育
勅
語
に
よ
る
指
導
は
不
適
切

寺
西
教
育
長

田中克美議員

教
育
長

教
育
長

教
育
長

田
中

田
中

田
中

教
育
長

田
中

田
中
　
介
護
保
険
法
な
ど
が

改
正
さ
れ
、
自
立
支
援
・
重

度
化
防
止
の
推
進
と
あ
る
。

　
認
定
の
仕
方
に
よ
り
、
自

立
支
援
な
ど
に
逆
行
す
る
。

　
認
定
率
低
下
や
保
険
料
の

上
昇
抑
制
の
取
組
み
は
す
べ

き
で
な
い
。

榎
本
町
長
　
サ
ー
ビ
ス
低
下

や
給
付
の
切
り
詰
め
に
な
ら

な
い
よ
う
頑
張
る
。

田
中
　
新
た
な
介
護
保
険
施

設
の
介
護
医
療
院
が
打
ち
出

さ
れ
た
。

　
同
時
に
、
介
護
療
養
病
床

の
廃
止
が
６
年
間
再
延
長
さ

れ
る
。

　
今
後
の
対
応
は
ど
う
か
。

病
院
事
業
管
理
者
　
国
は
介

護
療
養
病
床
廃
止
の
代
替
案

と
し
て
、
介
護
医
療
院
を
示

し
て
い
る
が
、
具
体
的
で
は

な
い
。

　
院
内
各
部
署
の
代
表
で
昨

年
組
織
し
た
、
病
床
運
用
検

討
委
員
会
で
検
討
し
、
円
滑

榎
本
町
長

病
院
事
業
管
理
者

田
中

田
中 介

護
医
療
院
に
ど
う
対
応
す
る
か

田
中
克
美
議
員

病
院
内
の
検
討
委
員
会
で
検
討
す
る

平
井
病
院
事
業
管
理
者

な
転
換
を
行
う
。

田
中
　「
我
が
事
・
丸
ご
と
」

の
地
域
づ
く
り
・
包
括
的
な

支
援
体
制
の
整
備
を
掲
げ
て

い
る
。

　
示
さ
れ
た
先
に
、
国
と
自

治
体
の
役
割
低
下
が
垣
間
見

え
る
。

　
自
治
体
の
役
割
を
果
た
す

よ
う
に
。

町
長
　
サ
ー
ビ
ス
低
下
や
利

用
者
負
担
が
上
が
ら
な
い
よ

う
取
り
組
む
。

田
中

町
長
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野
津
あ
か
ね
さ
ん
③

（
岩
美
中
出
身
）

　
何
回
も
怪
我
を
し
て
う
ま

く
い
か
な
く
て
、
先
生
や
仲

間
と
も
大
変
な
時
が
あ
っ
た

け
ど
、
自
分
が
出
た
時
に
優

勝
で
き
た
り
、
ベ
ン
チ
で
仲

間
を
支
え
る
経
験
も
初
め
て

し
て
、
ど
ち
ら
の
立
場
で
も

自
分
の
や
り
が
い
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た

で
す
。

三
浦
智
夏
さ
ん
③

（
鳥
取
北
中
出
身
）

　
ま
じ
め
に
部
活
を
す
る
こ

と
で
体
力
が
身
に
付
い
た
り
、

礼
儀
正
し
さ
や
、
あ
き
ら
め

な
い
こ
と
を
学
ん
だ
こ
と
で

す
。

髙
村
日
菜
さ
ん
③

（
岩
美
中
出
身
）

　
同
級
生
や
先
輩
と
一
緒
に
、

苦
し
い
思
い
や
楽
し
い
思
い

を
し
て
い
ろ
ん
な
こ
と
を
乗

り
越
え
て
き
た
の
で
、
や
り

が
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

北
村
理
佐
子
さ
ん
③

　（岩
美
中
出
身
）

　
最
初
は
自
分
に
自
信
が
な

か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
先
輩

や
仲
間
と
一
緒
に
部
活
を
す

る
こ
と
で
、
自
分
の
存
在
を

認
め
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。
強
く

な
っ
て
い
く
こ
の
メ
ン
バ
ー

の
一
員
に
な
れ
て
よ
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

博
田
莉
央
さ
ん
③

（
湖
東
中
出
身
）

　
仲
間
や
友
達
が
す
ご
く
よ

く
て
、
い
つ
も
支
え
て
く
れ

る
人
が
近
く
に
い
る
こ
と
で

す
。

三
谷
杏
子
さ
ん
③

（
主
将
・
赤
碕
中
出
身
）

　
自
分
は
先
生
に
誘
わ
れ
て

岩
美
高
に
来
ま
し
た
。
最
初

５
人
で
不
安
だ
っ
た
け
ど
、

み
ん
な
と
き
つ
い
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
や
練
習
に
耐
え
て
こ
こ

ま
で
こ
れ
た
の
で
、
精
神
面

や
プ
レ
ー
面
で
得
た
も
の
は

大
き
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ

が
よ
か
っ
た
で
す
。

西
﨑
彩
葉
さ
ん
②

（
村
岡
中
出
身
）

　
技
術
面
だ
け
で
な
く
、
精

神
面
も
鍛
え
ら
れ
た
こ
と
と
、

礼
儀
が
身
に
付
い
た
こ
と
で

す
。

宮
本
真
里
さ
ん
②

（
鳥
取
北
中
出
身
）

　
精
神
面
が
弱
く
て
、
ち
ょ

っ
と
し
た
こ
と
で
す
ぐ
苦
し

ん
だ
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
が
、
叱
ら
れ
る
こ
と
や

つ
ら
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
中

で
そ
れ
を
乗
り
越
え
、
強
く

な
っ
て
、
何
に
で
も
対
応
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
礼
儀
の
場
面
で
は
、
し
っ

か
り
と
あ
い
さ
つ
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

先
を
見
て
行
動
す
る
こ
と
も

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

中
嶋
妃
風
さ
ん
②

（
尚
徳
中
出
身
）

　
他
の
チ
ー
ム
と
比
べ
て
人

数
は
少
な
い
で
す
が
、
そ
の

分
部
員
一
人
ひ
と
り
と
信
頼

関
係
が
築
け
て
、
プ
レ
ー
も

し
や
す
い
で
す
。

三
田
和
香
奈
さ
ん
②

（
岩
美
中
出
身
）

　
楽
し
い
こ
と
も
辛
い
こ
と

も
共
有
で
き
る
仲
間
、
そ
し

て
先
生
方
や
バ
レ
ー
に
関
す

る
方
々
に
出
会
う
こ
と
が
で

き
、
自
分
の
成
長
に
も
つ
な

インターハイ出場の岩美高
女子バレー部に聞きました！
インターハイ出場の岩美高
女子バレー部に聞きました！

が
り
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。

高
橋
紗
友
さ
ん
①

（
湖
東
中
出
身
）

　
練
習
は
つ
ら
い
け
ど
、
一

か
ら
基
礎
を
学
べ
て
、
先
輩

方
と
楽
し
く
バ
レ
ー
が
で
き

ま
す
。

宮
本
紗
江
さ
ん
①

（
山
崎
東
中
出
身
）

　
指
導
者
の
方
も
と
て
も
熱

心
で
、
丁
寧
な
指
導
を
受
け

ら
れ
ま
す
。

下
雅
意
朱
子
さ
ん
①

（
浜
坂
中
出
身
）

　
先
輩
方
も
気
を
つ
か
わ
ず

指
導
し
て
く
れ
て
、
地
元
の

高
校
で
は
学
べ
な
い
こ
と
も

学
べ
ま
す
。

松
上
詩
歩
さ
ん
①

（
浜
坂
中
出
身
）

　
中
学
校
の
と
き
よ
り
練
習

が
き
つ
く
な
り
ま
し
た
が
、

上
手
に
な
れ
ま
し
た
。

黒
田
実
音
さ
ん
①

（
鳥
取
北
中
出
身
）

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
、
い

い
環
境
で
部
活
が
で
き
る
の

で
、
毎
日
が
楽
し
い
で
す
。

尊
敬
す
る
先
輩
方
と
練
習
で

き
る
こ
と
が
う
れ
し
い
で
す
。

◆
　
周
り
は
自
然
ば
か
り
で

田
舎
だ
け
ど
、
地
域
の
人

と
の
関
り
も
多
く
、
み
ん

な
優
し
い
で
す
。

◆
　
人
数
は
少
な
い
け
ど
、

勉
強
や
部
活
を
す
る
環
境

が
す
ご
く
い
い
の
で
、
強

化
し
や
す
い
で
す
。

◆
　
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

の
学
習
で
、
山
登
り
を
し

た
り
、
き
れ
い
な
海
を
見

ま
す
。
感
動
が
あ
り
、
と

て
も
い
い
学
習
で
す
。

◆
　
人
数
が
少
な
い
分
、
一

人
ひ
と
り
に
み
ん
な
が
気

を
配
り
、
お
互
い
助
け
合

う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で

す
。

◆
　
身
な
り
が
き
ち
ん
と
し

て
い
て
、
あ
い
さ
つ
が

し
っ
か
り
で
き
ま
す
。

◆
　
生
徒
数
が
少
な
い
の
で
、

先
生
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
り
や
す

く
、
質
問
も
し
や
す
い
で

す
。

◆
　
地
域
と
の
交
流
も
あ
り
、

楽
し
い
学
校
生
活
を
送
れ

ま
す
。

岩
美
高
校
の
バ
レ
ー
部
に

入
っ
て
よ
か
っ
た
こ
と
は
。

岩
美
高
校
の
Ｐ
Ｒ
を

お
願
い
し
ま
す
！

三谷主将　インターハイの抱負を語る！ 　
初出場なので、挑戦心を持ってしっかり攻めてきた
いと思います。（８月１日が大会最終日です。）


